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イエスさまは、教会
きょうかい

のリーダーたちが、神
かみ

さまよりも、お金
かね

をたいせつにして

いることを、知
し

っていらっしゃいました。そこで、ある二人
ふたり

の人
ひと

 

のはなしをしながら、おしえてくださいました。 

どうしてお金
かね

だけあっても、しかたがないのでしょうか。 

いくら、お金
かね

があっても、天国
てんごく

の神
かみ

さまが 

くださる命
いのち

を、かうことはできないからですよ。 



さて、たいそうお金
かね

もちの人
ひと

がいました。 

きれいなふくを、きていますね。 

きっと、 

たかいことでしょう。そのふく 

をきると、まるで王
おう

さまのよう。 



それにね、そのお金
かね

もちは、一日中
いちにちじゅう

、ムシャムシャ。とてもよくたべますね。

うわあ、おいしそう。ごちそうばかりです。お金
かね

がたくさんあるので、なんで

もすきなものを、たべることができます。あさごはんも、ひるごはんも、ばん

ごはんもね。もちろん、おやつも。 



さて、お金
かね

もちのうちの門
もん

のところに、まずしく、つかれきって、 

おなかのすいたこじきが、いました。名
な

まえは、ラザロ。 



かわいそうなラザロ。からだじゅうが、いたくてい

たくてたまりません。ラザロは、びょうきだったの

かもしれません。それとも、ほかの人
ひと

にいじめられ

て、たたかれたり、きずつけられたりしたからか

な？もしかしたら、ミルクや、やさいや、にくのよ

うな良
よ

いたべものを、たべなかったから、からだ

じゅうが、いたかったのかもしれません。 



ラザロは、たべものが、ほしくてほし 

くてたまりません。もし、 

お金
かね

もちのテーブルからお 

ちるパンくずだけでも 

あれば、どんなにうれ 

しかったことでしょう。 



ときどき、のら犬
いぬ

たちが、そっと 

ラザロのところにやってきますよ。 

そして、かわいそうで、 

みじめなラザロに、 

くんくんとはなをこ 

すりつけ、キズぐちを、 

なめてくれました。 

でも、だれ一人
ひとり

おなか 

がぺこぺこのラザ 

ロなんて、気
き

にもか 

けてくれません。 



あるあさ、ラザロは、もうおき 

あがることさえ、できません。 

かわいそうに、いつもおな 

かをすかせ、だれも友
とも

だ 

ちがいなかったこ 

じきのラザロ。とう 

とうこの世
よ

からいなく 

なりました。ラザロは、 

死
し

んでしまったのです。 



   死
し

んだとたん、ラザロは、はじめてよろこびでい 

   っぱいになりました。イエスさまが、天使
てんし

たちに、ラザロを、 

 アブラハムのところにつれていくよう言
い

ってくださったからです。 

 神
かみ

さまは、ラザロを、なぐさめてくださいましたよ。 



さて、お金
かね

もちも、亡
な

くなりました。いくらお金
かね

があっても、いのちをたすける

ことは、できませんでした。死
し

が、やってきたとき、だれもそれを止
と

めることは

          できなかったのです。 



お金
かね

もちは、土
つち

の中
なか

にうめられました。たぶん、大
おお

きなおそうしきだったことで

しょう。そして人々
ひとびと

は、こう言
い

ってお金
かね

もちを、ほめたたえたことでしょう。

「かしこくて、なにもかも、うまくいった人
ひと

だったよ。」けれども、 

いくら人々
ひとびと

にほめられても、それは、なんのたすけにもなりません。 

どうしてって、お金
かね

もちは今
いま

、 

               じごくにいるからです。 



ここは、じごく。お金
かね

もちは、いま泣
な

きさけんでいます。「わたしの父
ちち

、アブラ

ハムよ、どうか、ラザロをわたしのところにおくってください。かれが、ゆびの

さきを、水
みず

の中
なか

に入
い

れ、わたしの舌
した

をひやしてくれるかもしれないから。このひ

どい炎
ほのお

で、くるしんで 

いるのです。」 



「思
おも

いだしてごらん。地上
ちじょう

にいるとき、 

あなたは、すべてのものを、もっていた。 

でも、ラザロは、なにひとつなかっただろう。」 

アブラハムは、お金
かね

もちに言
い

いました。「いま、 

やっとラザロは、ほっとしているんだ。 

そして、あなたは、くるしんでいる。 

あなたとわたしたちのあいだには、ふかくて、 

こえられないような大
おお

きいさけめがあるのだ。 

それは、だれもわたることが、 

できないんだよ。」 



「それじゃ、おねがいです。ラザロを、わたしの5人
にん

のき 
ょうだいのところにおくってください。そして、かれらに 

ちゅういするように。このひどい苦
くる

しみのじごくに、くる 

ことのないように。」お金
かね

もちは、いっしょうけんめいお 

ねがいしました。「あなたのきょうだいは、神
かみ

さまのみこ 
                         とばを、しっているだろう。」 
                         アブラハムは、こたえました。 

                          「もし、5人
にん

のきょうだいが 

                             聖書
せいしょ

をしんじようとしない 

                             のなら、ラザロが、死
し

か 

                              ら生
い

きかえったとしても、 

                                 神
かみ

さまをしんじようと 
                                   しないだろう。」 



イエスさまのお金
かね

もちとラザロのおはなしが、おしまいになったとき、教会
きょうかい

の

リーダーたちは、たぶん自分
じぶん

でかんがえたかもしれません。 

「はて、わたしは、どうなのだろう。神
かみ

さまを愛
あい

するより、 

お金
かね

のほうを愛
あい

しているのだろうか。」神
かみ

さまの 

みことばを、いつも心
こころ

にもっていなければ、 

どんなことがおこるのでしょう。みんな、 

よくわかりましたね。 



お金
かね

もちと、びんぼうな人
ひと

 

 

  神
かみ

さまの御
み

ことば、聖書
せいしょ

に記
しる

されているおはなしです。 

 

ルカによる福音書
ふくいんしょ

 16 章
しょう

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの御
み

ことばが開
ひら

かれると、光
ひかり

が与
あた

えられます。   

詩篇
し へ ん

 119:130 



44 60 

おわり 



この聖書
せいしょ

物語
ものがたり

は、私
わたし

たちをつくってくださったすばらしい神
かみ

さまについて、 

おはなししています。神
かみ

さまは、あなたが、神
かみ

さまのことをしってほしいと、 

思
おも

っていらっしゃるのです。 

神
かみ

さまは、私
わたし

たちが、よくないことをしてしまったことを、しっていらっしゃいます。それを、神
かみ

さま

は、罪
つみ

とよばれています。その罪
つみ

のむくいは、死
し

です。 

けれども、神
かみ

さまは、あなたをとても愛
あい

していらっしゃいますので、ただ一人
ひとり

のみ子
こ

イエスさまを、こ

の世
よ

に送
おく

ってくださいました。そしてあなたの罪
つみ

のために、十字架上
じゅうじかじょう

で亡
な

くなられたのです。けれども

それから、イエスさまはよみがえられ、天国
てんごく

のいえヘ、もどられたのですね。もし、あなたがイエスさ

まを信
しん

じ、ゆるしてくださいとおねがいするなら、イエスさまは、ゆるしてくださいます！イエスさま

は、今
いま

、あなたの所
ところ

へ来
き

て、あなたのこころの中
なか

に住
す

んでくださいます。そして、いつまでもイエスさ

まといっしょに生
い

きることができますよ。 

もし、あなたが、これがほんとうだと信
しん

じるなら、神
かみ

さまにこう言
い

ってください。 

愛
あい

する神
かみ

さま、私
わたし

は、あなたが神
かみ

さまと信
しん

じます。あなたは人
ひと

となり、私
わたし

たちの罪
つみ

のために亡
な

くなっ

てくださいました。そして、よみがえって、いま生
い

きて 

いらっしゃいます。どうか、私
わたし

のこころの中
なか

に来
き

て、罪
つみ

をゆるしてください。それで、私
わたし

は今
いま

、あた

らしい命
いのち

をいただけます。そして、いつか、あなたの所
ところ

へ行
い

き、いつまでもあなたといっしょにいる

ことができるのです。あなたにしたがえますよう、あなたの子
こ

として生
い

きることができますよう、たす

けてください。アーメン 

まいにち、聖書
せいしょ

をよみ、神
かみ

さまとおはなししましょう！ ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

３：１６ 
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